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平成 28 年度 文部科学省「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」 

学校法人 益田永島学園 明誠高等学校 広域通信制課程 益田ソーシャルポート事業 

 

第２回検討会議資料 

益田ソーシャルポート 活動状況と今後の運営について 

 

１．本年度 現在までの活動状況 

（１）第１回検討会議（2016/7/27）から現在まで 

     2016/8/1～8/3       夏期自然体験合宿 

     2016/9/28～9/30     生徒（Ｎ.Ｄ）受け入れ 

     2016/10/1～10/2     立命館アジア太平洋大学 学生ホームステイ 

     2016/10/11～        明誠高等学校 広域通信制課程 学修サポート場所として活動開始 

 

① 夏期自然体験合宿 

● NPO 法人 志塾フリースクール、明誠高等学校 通信制課程 SHIP キャンパス（県外支援拠点）と企 

画・実施。 

● 関西圏から小学生 3 名、中学生 8 名、高校生 19 名（うち明誠高等学校通信制課程在籍 14 名）、

既卒生 3 名が参加。 

● 従来の目的である自然体験に加え、今年度はとくに高校生に対して、今後の益田ソーシャルポート活用に 

つなげることを目的としたことから、益田市で実施した。 

● 明誠高等学校インターアクトクラブ、リハビリテーションカレッジ島根の生徒さんたちがボランティアとして参加。 

● 内容 

・ 益田市津田地域での海水浴、浜辺での遊び 

・ 農業体験（トマトの植え付けなど） 

・ 地引網体験 

・ 益田市の文化体験（医光寺見学、陶芸体験） 

・ 地域の方々との交流（民家、津田地域の空き家、お寺に宿泊） 

・ バーベキュー、花火など 

    ● 成果 

      ・ 益田ソーシャルポートの説明につなげやすくなった。 

      ・ 握手体験の生徒たちの反応、高校生の興味などをリサーチすることができた。 

・ 地域の方々との交流、現地高校生との親交を深めることができた。 

・ 地域資源を活用した体験活動の実績 

 

 

    ②  Ｎ.Ｄ（高１女子／大阪市）受け入れ 

    ● 他校から明誠高等学校通信制課程への転入学を機に、益田ソーシャルポートを体験してみたいとの申し出

があり、実施。 
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      ・ 中学時代に不登校経験、一時引きこもり、フリースクールを経て高校進学 

      ・ 入学した高校も５月以降通えなくなり、転校に至る 

      ・ 姉との不仲から自宅外での生活も希望 

    ● 体験内容 

      ・ 職業体験     松永牧場 

      ・ 炊事 

      ・ グラントワ見学 

    ● 体験後 

      ・ 本人は一時期でも自宅から離れられたことや、新たな経験を経てリフレッシュでき、前向きな気持ちで転向

後の生活を遅れそうだと言っていた。 

      ・ 今後また短期的に利用したいとの希望。 

      ・ 保護者は大阪から遠いことに不安を示していた。 

    ● 成果 

      ・ 本人への効果 

・ 地元企業との連携 

 

    

  ③ 立命館アジア太平洋大学（APU） 学生ホームステイ 

    ● 益田市教育委員会と APU が共同で行っている、益田市の地域問題解決への取り組み 

● 会合場所として提供 

● 学生ホームステイの受け入れ 

● 成果 

  ・ 地域の方々との交流 

  ・ 事業周知 

  ・ 益田市教育委員会とのつながり 

 

 

④ 明誠高等学校 広域通信制課程 学修サポート場所として活動開始 

 ● これまでの研修会館から益田ソーシャルポートへ移行 

● 活動日・時間帯   火・水・木 13:00～16:00 

● 活動内容 

  ・ 学習サポート 

  ・ 体験活動・イベント（工作、近隣の散歩など） 

  ・ 居場所 

● 実績 

   2016/10/11～2016/12/8 まで   実人数 7 名 

                          のべ人数 33 名 

 

（２）運営体制 

      専任事業責任者 １名に加え、10 月からスタッフ１名を雇用 
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（３）広報活動 

    ● 関西圏の不登校等支援団体、関係団体に事業説明、チラシの配布 

    ● 興味をもった生徒・保護者と面談、事業説明（関西圏／計８組） 

    ● 通信制高校が集う学校説明会で事業説明、チラシ配布（9/4、9/17 いずれも大阪市） 

    ● 明誠高校 通信制課程ガイダンス、スクーリングにて益田ソーシャルポートの説明や通信の配布 

 

 

２．今後の運営・広報について 

（１）明誠高校 通信制課程の生徒 

    ● 実人数 20 名を目指す（新規利用生徒の増加） 

      ⇒ 2017 年 1 月から活動曜日・時間帯を拡大する 

      ・ 火曜日～金曜日（金曜日は体験活動主体の「スマイルデー」） 

      ・ 12:00～17:00 

● 単位習得のレポート課題のサポート以外を充実させる 

・ イベントや講座 

・ スマイルデー 

・ 各種検定試験、資格試験 

 

（２）県内の他行の生徒 

    ● 事業内容の周知 

       ⇒ 県内 152 校（中学校・高校）に通信制課程パンフレットと益田ソーシャルポートのチラシを配布 

         （12 月中旬） 

    ● 見学会、説明会、体験会 

 

（３）県外の生徒 

    ● 年度末までに実人数 10 名を目指す 

       ⇒ 1 月～3 月上旬にかけて、短期（2 泊 3 日）の少人数プログラムを計画し参加者を募る 

         ※全国の明誠高校通信制課程 SHIP キャンパスを活用する 

         ・ プログラム周知 

         ・ テストやスクーリングを兼ねる 

 

（４）明誠高校 全日制課程の生徒 

    ● 明誠高校内で困難さを抱えている生徒が「放課後の居場所」として活用する 

       ⇒ 具体的な事業・活動プランを策定する 
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